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① ⽇頃から取り組める共助について考える。

③ p.38-41 を読んだり記⼊したりすることで、災害時に役⽴つ知識を⾝につける。

災害時に中学⽣が活躍できることを⾃覚し、⾃助、共助の
⼤切さについて学んだことを⽣かし、今後起こり得る災害に
備えて試⾏錯誤しながら共助の輪を広げようとしている。

東⽇本⼤震災や熊本地震、⻄⽇本豪⾬、北海道地
震などの⼤規模な災害時、けがをしたり、孤⽴したりし
て消防に助けを求めても、「断られる」ケースが相次いで
いる。
参照︓NHK「⼤災害時代 あなたに助けが来ないかもしれない…」

震災の被災者の多くは、地域の助け合い( 共助)の重
要性を痛感したと語っている。倒壊家屋からの被災者
の救出、バケツリレーによる初期消⽕など、隣近所の助
け合いによる減災活動が、被害軽減に⼤きな⼒を発
揮する。
参照︓内閣府防災情報のページ『「公助の限界」と⾃助・共助による

「ソフトパワー」の重要性』

3-3  今からできる防災への取組

② 災害発⽣時に共助を上⼿く活⽤するにはどうすれば良いか考える。
例 )  普段から地域の⽅とコミュニケーションをとっておく、積極的に地域防災訓練に参加する 等

●はまっ⼦防災ガイドの活⽤例
横浜市⽴藤の⽊中学校では総合的な学習の時間で
防災をテーマに授業を⾏いました。

[担当の⾼橋泰佑教諭のご意⾒]

防災ガイドの内容はわかりやすく、学習を進めやすい。
課題設定時に、⽣徒が当該ガイドを⽤いることで、課
題を⾒つけやすくなっていることを感じた。ガイドの内容
で興味を引き出し、きっかけをつかむと、その後⾃ら⾜り
ない情報を収集し、現状や原因などについて調べる思
考や姿勢が⾒受けられた。

当校は、テーマを先に決め1年⽣:⾃助、2年⽣:共助、
3年⽣:公助として取り組んだため、ガイドにある地震・
⾵⽔害・避難所など各項⽬からそのテーマがどのように
関連しているのか課題を⾒つける必要があり、⽣徒の
主体的な判断⼒が養われる探求学習ができたと認識
している。

地域防災訓練には積極的に参加するよう呼び掛ける
。横浜市危機管理室からも、中学⽣の積極的な参
加が望まれている。
地域の消防団の⽅や、消防の⽅から直近の防災情
報を聞けるチャンスである。回覧板でお知らせが回って
くるので、家族や兄弟と参加するよう指導する。参加
すると、炊き出しを⾷べたり、防災⽤品などをもらえる
場合もある。

●地域の復興
2011 年に発⽣した東⽇本⼤震災より復興( 復活) する釜⽯
を象徴したもの。本書でこれまでに学んだ災害が起こる前の備え
、起こった後の対処に続いて、元に戻っていく希望も学んでほし
い。被災地の現状を学び、どうしたら復興していけるのか、⾃分
たちは何をしたらいいのかといったことを⽣徒⾃ら学び実践につな
げていきたい。どのような復興を⽬指し、どのように復興計画を策
定し、どのように復興を進めるのか事前の準備が重要である。
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